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▲農業ジョブトレーナーに見守られる
中、収穫体験する伊賀つばさ学園の生徒
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農業ジョブトレーナーになろうと思ったの
は、障害のある人にも農業の魅力を知っても
らいたいという思いからでした。
農業就労体験では、受け入れ農家とその日の
作業について注意点を確認し、体験者に作業
内容や安全な道具の使い方を説明した後、一

緒に農作業をしています。障害のある人に話や説明をするときは、特
別視しないということを心掛けています。当然、相手の状況を気にか
けることは大切ですが、できる限り健常者と同じように接するように
しています。
農業にはいろいろな作業があるので、障害の程度に応じて可能な作
業があると思います。まだ実際の就労には至っていませんが、まずは、
就労体験などを通して農業の魅力や仕事をすることの喜びを知っても
らえたらうれしいですね。これからも、就労に向け、障害のある人と
受け入れ農家の橋渡しをしていきたいと思います。

農業ジョブトレーナー
羽
は じ か

鹿 秀
ひでひと

仁さん（安部田）
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▲受け入れ農家の田んぼで、福祉
事業所の利用者が農業就労体験


